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ヨットレースにも活かされているインターネット

第7回ボルボカップ／ウィットブレッド
世界一周レース
1997年9月から1998年5月まで、ウィットブレッド世界一周レースが開催され

ている。インターネットとは無縁に見える海のスポーツだが、レースの運営やオフィ

シャルホームページには、インターネットを使ったさまざまなテクノロジーが活用され

ている。オークランドでのヨットレースの取材を通して、インターネットの新たな活用

法が見えてきた。 編集部

らが設立したクオッカ・スポーツ社が担当し

ている。内容はレースのプロモーションにと

どまらず、各レース艇の航跡や気象データ提

供、インタビュー、リアルビデオを含んだレ

ポートなども行っている。

丘とのコミュニケーションが円滑に
各レース艇には、レーダーやGPSのセッ

トのほかにインマルサット（衛星電話）のア

ンテナ、DV（デジタルビデオ）の編集機、

パソコン一式などが積み込まれている。競技

規定には、レース艇は①30分ごとに電子メ

ールでレポートを本部に送ること、②1日1

回、10分間のビデオを撮影して本部に送る

ことなどがある。また、気象状況や各レース

艇の位置情報などは6時間ごとに本部からレ

ース艇に送られる。これらにインマルサット

経由のインターネットによる通信が使われて

いるのだ。ある部品が壊れた場合、以前は

タンデムがシステムをバックアップ
第7回ボルボカップ／ウィットブレッド世

界一周レースは、1997年9月にイギリスの

サザンプトンをスタートし、ケープタウン

（南アフリカ）、フォート・ローダデール（ア

メリカ）など計8つの寄港地を経由して

1998年5月にサザンプトンに戻るという、全

行程31,600マイルの世界一周レースだ。そ

の過酷さから「ヨット界のエベレスト」と呼

ばれ、アメリカズカップと並んでもっとも有

名なヨットレースの1つだ。

今回の大会は、コンパックコンピュータの

子会社であるタンデムコンピュータが全面的

にシステムをバックアップし、レース運営本

部と各レース艇との通信や、オフィシャルサ

イトのシステム構築、寄港地に設置されて

いるメディアセンターの運営を担当している。

オフィシャルサイトの制作は、アメリカズカ

ップのクルーだったジョン・バートランド氏

1

オークランドからサン・セバスチャンに向かう第5レグを

スタートしたレース艇

ウィットブレッドレースオフィシャルサイト
j http://www.whitbread.org/
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無線を使って口頭で状態を説明するしかな

かったが、インターネットが使われるように

なってからは電子メールで詳細を伝えたり、

DVカメラを使って映像を送ったりできるよ

うになったので、陸上で待機しているクルー

とのコミュニケーションも非常に円滑になっ

たそうだ。

こうして集められたデータはレース本部に

集約され、ここからイギリスにあるウェブサ

イトのサーバーに送られる。つまり、オフィ

シャルサイトで見られる映像はレース艇の乗

組員が撮影したものであり、提供されている

気象などのデータはレース艇が作戦を立てる

のに使われているものとまったく同じなので

ある。

●

海外ではヨットレースの人気は高く、

1998年の1月下旬には1日2,000万ヒット

を記録した。この膨大なアクセスを処理する

のはタンデムのノンストップサーバー

「Himalaya（ヒマラヤ）」で、リアルビデオ

や写真、レースのデータを収めたファイルサ

ーバーがクラスター（56ノードで構成）接

続されている。さらに、ミラーサイトをカリ

フォルニアにも設置して、片方のサイトがダ

ウンしてもすぐに復旧できる態勢が整えられ

ている。ウィットブレッドのシステム構築を

担当したタンデムのリチャード・へリア氏は、

「今後はレース艇と本部との接続スピードを

上げて継続的な情報提供を行いたいですし、

もっと臨場感のあるデータを提供したいです

ね」と話していた。

今回のレースでタンデムが提供しているソ

リューションは、今後さまざまなイベントで

応用することができるだろう。放送メディア

としてのインターネットの新たな可能性に期

待したい。
レース艇の位置や気象状況がリアルタイムにわか

る「race viewer」
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第5レグのスタートに併せてタンデムコン

ピュータが開催したプレスブリーフィングで

は、SETに対応した各種ECパッケージが

発表された。同社はクレジットカードの認

証システムや証券取引システム、ATM機な

どのノンストップシステムで大きなシェアを

持っているが、今後はこのノウハウを活か

して信頼性の高いECソリューションを提供

していくという。

今回発表された製品はいずれもSET 1.0

対応で、消費者向けのウェブブラウザー用

プラグイン「iTP Wallet」、店舗向け支払

処理パッケージ「iTP Pay Server」、カー

ド会社向け支払処理パッケージ「iTP

Gateway」などがある。ウィットブレッド

レースのサイトにオフィシャルグッズを販売

するオンラインショッピングのコーナーがあ

るが、これには今回発表されたショッピン

グサイト構築のためのパッケージ「iTP

Virtual Store」に含まれている「iTP Web

Server」が使われている。これらのソリュ

ーションは、SETをベースにしているためク

レジットカードの使用が前提となっている

が、デビットカード（即時払い方式）にも

転用可能で、数か月以内にデビットのソリ

ューションも発表される。

なお、今回の発表は米国向けのもの。ボ

ーナス払いやリボルビング払いなど日本独

特の支払方式に対応するSETの「Japan

Market Extension」への対応を進めてい

るため、日本でのリリース時期は未定との

ことだ。

SETを核にしたECソリューションに
力を入れるタンデムコンピュータ社

インターネット・ニュースの見方 
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インターネットに完全対応
今回の「ロータスフィア」では、注目の

「ノーツ」および「ドミノ」の次期バージョ

ンである「ノーツ5.0」と「ドミノ5.0」が

発表された。クライアントである「ノーツ5.0」

のアプリケーションである電子メールやニュ

ースリーダー、WWWブラウザー、HTMLエ

ディターは、インターネットで標準的に使わ

れるプロトコルや仕様に完全に対応する。特

にWWWブラウザーは「ノーツ4.6」ではIE

のモジュールを使っていたが、この「ノーツ

5.0」からは独自に開発したものとなる。

インターフェイスも「ノーツ5.0」では大

きく変わり、WWWブラウザーのような操作

で簡単に扱えることが強調された。実際の

デモンストレーションを見ると、起動時に

「ヘッドライン」というユーザーがカスタマイ

ズできる画面が表示される。ユーザーは、こ

の画面からWWWブラウザーを使うようにカ

レンダー、タスク、ニュース、電子メール、

WWWといったツールを使って日々のスケジ

ュールをこなすことができる。また、「ノーツ

5.0」は作業した履歴が残り、それをクリッ

クするだけでアプリケーションやドキュメン

トを切り替えられる。そのためユーザーは、

仕事を進めていくうえで必要となる情報を瞬

時に切り替えることができ、生産性を向上

できるという。

「ノーツ5.0」はインターネットに完全に対

応したことで、今までの「ドミノ」のクライ

アントとしてだけではなく、さまざまなイン

ターネットサーバーに対するクライアントソ

フトとして利用できるようになった。今後は

マイクロソフト社の「アウトルック」やネッ

トスケープ社の「コミュニケーター」と競合

することになり、「ノーツ5.0」はこの分野で

の注目の製品となるだろう。

システムを大幅に見直した

「ドミノ5.0」
サーバーである「ドミノ5 . 0」も、

「Re l i a b i l i t y」、「A v a i l a b i l i t y」、

「Scalability」という3つのキーワードを基

に、システムを根本から見直し、大きく変わ

るという。NFSという「ノーツ」のファイル

システムを大幅に改善し、管理できるデータ

ベースのサイズが拡大した。これによって、

システムパフォーマンスを大きく向上させる。

メッセージング環境はSMTP/MIMEをデフ

ォルトとし、IMAP4やLDAP3、S/MIMEや

そのほかインターネットのプロトコルが標準

で使えるようになる。管理者にとって実感し

やすいのは「ドミノ5.0」のシステム管理の

容易さである。難しいといわれていた今まで

の「ノーツ」独自の管理方法が、ウィンド

ウズNTのような管理方法となることで、多

くのシステム管理者が「ドミノ」を導入しや

すくなるだろう。

このほか、HTML4.0やJavaスクリプト、

XMLを標準サポートし、ウェブアプリケーシ

ョンプラットフォームとしてもその機能を十

分に活かすことができる。ビジネス分野で評

すべての照準はインターネットに

ロータスフィア98で明らかになった
「ノーツ／ドミノ」の次期バージョンと
Javaの救世主「eSuite」
1998年1月26日から29日に米国フロリダ州オーランドでロータスディベロップメント

社主催の「ロータスフィア98」が開催された。このイベントは、同社が年に一度開発者や

ユーザーなどに向けて新製品や新戦略の発表、各種セミナーを行うもので、今後の同社のビ

ジネス展開を占うのに最も重要な位置を占めている。 編集部 ロータス社社長のジェフリー・パポーズ氏

「ノート5.0」の起動画面。「ヘッドライン」によってユーザーは日々の業務に必要な情報を処理できる
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「eSuite DevPack」のサンプルアプリケーション
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価が高い「ドミノ」であるが、システムパフ

ォーマンスの向上、大規模システムやインタ

ーネットへの対応で、今後はプロバイダーな

どのサービス提供者にも広く利用されること

が考えられる。

ナレッジマネージメントを支える

新しい「ノーツ／ドミノ」
さらに同セッションでナレッジマネージメ

ントという「ノーツ」および「ドミノ」をプ

ラットフォームとした新しい戦略を発表した。

ナレッジマネージメントとは、ビジネスにお

いて経営戦略などの知的生産を高めるため

の情報システムである。ジェフリー・パポー

ズ社長は「ナレッジマネージメントによる企

業の業績の変化を計ることはできないが、今

後もっとも重要なものとなる」としており、

米国ではすでに注目されているシステムのよ

うだ。

「ノーツ5.0」および「ドミノ5.0」は98

年の第2四半期にベータ版の配布が予定さ

れ、実際の発売は98年下半期になる見込み

である。また日本語版も同時期に出荷され

る見込みである。

NCをクライアントとして機能させる

「eSuite WorkPlace」
今回のイベントでは、ロータス社のJava

にかける意気込みも強く感じた。Javaはそ

のオープンプラットフォーム性で注目されて

きたが、ここにきてやっとその恩恵にあずか

れるものを目にできそうだ。昨年のこのイベ

ントでも発表され、昨年の11月に正式に発

表されたJava製品である「eSuite」がそれ

である。

「eSuite」には大きく分けて2つの製品が

ある。1つはNCなどに使われる統合型オフ

ィス製品である「eSuite WorkPlace」と呼

ばれるものである。「WorkPlace」にはカレ

ンダー、ワープロ、WWWブラウザー、電子

メール、スプレッドシート、ファイルマネー

ジャー、住所管理機能、プレゼンテーショ

ンソフトといったビジネスで必要となるアプ

リケーションがシェルとともに含まれ、NCの

ようなシンクライアントでも日常業務をこな

すことができる。会場で「WorkPlace」の

デモンストレーション用のNCを使用してみ

たところ、個々のアプリケーションがサーバ

ー側に置かれているため、起動に時間がかか

るのを感じた。アプリケーション自体の機能

は少ないものの、ヘビーユーザーが使うので

はない限り、十分な機能を提供している。

「eSuite Work Place」の英語版はIBM

のNCであるNetwork Station Series 1000

に搭載され、2月中旬に出荷されている。価

格は1ユーザーあたり49ドル。そのほかの言

語バージョンは98年の第2四半期に出荷予

定だが、日本語版の発売時期は未定となっ

ている。

「eSuite DevPack」が実現する

Javaアプレットアプリケーション
「eSuite」製品のもう1つはインターネッ

トアプリケーション開発用の「eSu i t e

DevPack」だ。「DevPack」は開発者向け

の製品で、スプレッドシート、グラフ作成、

ワープロ、プレゼンテーション、スケジュー

ル管理といったJavaアプレットが用意され、

サンプルプログラムも含まれている。開発者

は「DevPack」で提供されるアプレットを

組み合わせることで、企業などで使われる定

型業務用のアプリケーションを作ることがで

きる。

さらに、「DevPack」ではロータス社が開

発したInfoBusという同一Javaバーチャル

マシン上でJavaコンポーネントが通信する

ためのアーキテクチャーを採用している。

InfoBusを使うと、Javaコンポーネント同

士でデータをシェアするアプリケーションを

開発する場合に余計なプログラムを記述する

必要がないので、開発コストを削減できるよ

うになる。なお、ジャバソフト社はInfoBus

をJDKの次期バージョンで正式に採用する

ことを表明している。

このイベントの初日に「eSuite DevPack」

のプレビュー版がロータス社のウェブサイト

（http://esuite.lotus.com/）からダウンロー

ドできることが発表された。発売は98年の

第1四半期後半になる見込みで、予想価格

は1CPUあたり1,495ドルである。

●

数多くの開発者やユーザーが参加したこ

のイベントは、ロータス社の勢いを感じさせ

るものであった。ジェネラルセッションでパ

ポーズ社長が語った同社の98年の目標は、

新しい製品や技術開発を続けていくこと、製

品の信頼性や品質を向上させること、マー

ケットの動向をつかんで主導権を握ること、

そしてIBMと共にビジネスを進めていくこと

を掲げていた。「eSuite WorkPlace」のシェル
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クラリオン㈱取締役社長の石坪一三氏
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Is Bill Gates in your car?
「Clarion AutoPC」はマイクロソフトの

ウィンドウズCEベースのコンピュータで、

カーオーディオ機能、コンピュータ機能、

ナビゲーション機能、音声認識機能、無線

通信機能を搭載する。クラリオンは、約2

年前よりマイクロソフトとともに「Auto

PC」の製品開発に取り組み、98年1月27

日に都内で製品説明会を開催した。クラリ

オンの石坪一三社長は、自社を「カーマル

チメディアのリーダーカンパニー」として位

置づけ、「快適な生活空間、情報空間とし

ての車を目指し、高度情報化社会における

車載型双方向マルチメディアの開発に向け

ての商品開発を“IN-CAR NET”構想と

名づけ、閉鎖的と思われがちな車内を開放

的な空間にしていく」とアピールした。

電子メールも音声で送受信
「Clarion AutoPC」は、ROMベースで

起動が速く、小容量メモリーで動作が可能

になっている。操作は音声で行うので、運

転手は正面から目を離すことはない。表示

部分にはActiveXの技術を用い、ディスプ

レイの仕様変更も容易だ。CDプレイヤー

やAF/FMチューナー機能も持ち、カーオー

ディオの音声操作も可能だ。GPSユニッ

トはオプションだが、現在位置を自分で指

定すればGPSなしでも地図データベース

CD-ROMを使ってナビゲートしてくれる。

同じくオプションの携帯電話接続ユニット

を使って、電子メールの送受信もできる。

送信メールの作成や送信先の指定も声で行

うことができる。また、アドレス帳などの

データは、ハンドヘルドPCやノートパソコ

ンとやり取りできる。さらに、「Clarion

Auto PC」は拡張性にも優れ、CD-ROM

やコンパクトフラッシュカード、IrDAでソ

フトウェアのインストールができる。さらに

セキュリティーユニットを装備すれば、車

の盗難防止にもなる。

日本での発売は1999年中
「Clarion AutoPC」は98年6月、世界

に先駆けて北米市場に投入される。価格は

ベースモデルが約1,300ドル、セルラー接

続ユニットなどのセットモデルが約2,400ド

ルの予定。日本での製品発売予定は99年

中を予定し、GPS機能や外部ディスプレ

イの標準装備など、日本市場のニーズに合

った製品にカスタマイズする可能性が高く、

今回発表された製品とは異なるものになる

かもしれないとのことだ。

車載用コンピュータ「AutoPC」

クラリオンが「IN-CAR NET」構想を発表
98年1月に米国ラスベガスで行われたCES（Consumer Electronics Show）で発

表されて話題になったウィンドウズCEベースの車載用コンピュータ「AutoPC」だが、

日本でも1月27日にクラリオン㈱が製品の発表を行い、日本市場での展開についても明

らかにした。

編集部

6月に北米で発売される「Clarion AutoPC」 「Clarion AutoPC」の仕組み

NTT DSUNTT DSU

セルラー接続ユニット 

GPSアンテナ＆ 
　　　　レシーバー　 

FMデータレシーバー　 

携帯電話 

ノートPCHandheld PC

CD-ROMオートチェンジャー 

セキュリティユニット 

メインユニット 

AM/FM 
チューン 
　　アップ 

コンパクト 
フラッシュカード 
              （オプション） 

AM/FM 
アンテナ 

カー用USB 
　　ケーブル 
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通信ネットワークの最新技術動向
「ネットワーク／通信ゾーン」の特設ブ

ース「ネットワーク最前線」では、通信ネ

ットワークの最新技術、AO/DI（Always

On/Dynamic ISDN）やxDSL（Digital

Subscriber Line）の実演が行われた。

ISDN回線のパケット交換用Dチャンネ

ルを利用して仮常時接続を実現するAO/DI

では、セイコーインスツルメンツがこれに対

応したマルチプロトコルルーター「NS-

2280」を展示し、16KbpsのDチャンネル

でデータ通信を行った場合に、通信量が多

くなれば自動的に64KbpsのBチャンネル

へと切り替えるデモを行っていた。また、

NTTでは、バックウェブ・テクノロジーズ

のプッシュ技術「BackWeb」や会場内の

ビデオカメラで撮影したライブ映像の配信

などを実演していた。

すでにNTTで実証実験が開始されている

xDSLも、各メーカーの製品が勢揃いし、

来場者の強い関心を集めていた。この

xDSLは既存の電話用のケーブルで数

Mbpsのデータ通信を可能とするモデム技

術である。会場ではxDSL回線を経由して

インターネットに接続し、その優秀さを公開

していた。xDSLには上りと下りのスピード

により、対称型と非対称型でその呼び名が

異なっている。今回は速度対称型のHDSL

とSDSL、非対称型のADSL製品が展示さ

れ、ADSLでは、音声とデータ通信の帯域

を分けた両者同時利用のデモが行われた。

そのほか、高速データ通信を実現するハ

ードウェア「ギガスイッチ」製品も多数出

展されて賑わいを見せていた。

インターネット関連の

新製品も発表される
「Web環境構築ゾーン」の特設ブースで

は「100％Pure Java」スポンサーが集合

し、開発製品のデモが行われた。なかでも

異色だったのは、ポケットベル

ほどの小型Java端末「Blue

Mountain」（アプリックス、

PFU共同開発）で、これは将

来家電などにJavaが採用され

た場合、それらをリモートコン

トロールする小型ネットワーク

端末に使用できるものとして提

案されている。アプリケーショ

ンによってはPDAとしても使用

できる外観である。そのほか、

遠隔地からJavaアプレットで

リモート操作を行う日本アイ・ビー・エム

の「Desktop On-Call」などが出展された。

また、このゾーンではセキュリティーや

EC関連製品も多数出展され、日本ベリサ

イン発行の「デジタルID」を使用したセキ

ュア電子メールソフト「魔法便Ⅱ」（NTT

エレクトロニクス）など、S/MIMEを採用

したものも登場している。このS/MIME対

応製品では、松下電送の「インターネット

FAX」が面白い。世界で初めてS/MIME

プロトコルをインターネットFAXに取り込

み、電子メール内容の改ざん防止を実現し

ている。

新製品の展示
発売間近の製品を見るのも、展示会の

楽しみだ。3月20日に店頭販売さるセイコ

ーインスツルメンツの「PHS DATA LINK」

は、PCMCIAタイプのPHSデータカード

で、PIAFSとαDATA32の両方式の32

Kbpsのデータ通信ができる。イヤホンマイ

クも付属し、ノートパソコンに接続して電

話としても使えるようになっている。実売

価格は15,000円から20,000円程度になる

見込み。

会場はそれほど広くなかったが、中身は

充実していた。今回紹介した新技術が早期

にサービス開始されると、ますますインタ

ーネットが面白いものとなるに違いない。

最新技術満載のNET&COM'98会場 セイコーインスツルメンツのPHS DATA LINK

兼松コンピュータシステム出展のHDSLモデム

Campus-REX

最新ネットワークソリューションの祭典

「NET&COM '98」開催
情報システムおよびネットワーク分野の展示会「NET&COM」が6年目を迎えた98年、

「躍動するインターネット／イントラネット最前線」をテーマに、2月4日から6日までの

3日間にわたって日本コンベンションセンター（千葉・幕張メッセ）で開催された。インタ

ーネット人口が急激に増加する中、ネットワークの高速化やセキュリティー、次世代イン

ターネット環境などをにらんだ新製品が多数出展され、会場は熱気に包まれた。 編集部

Event
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Netscape Communications社および

日本ネットスケープ・コミュニケーション

ズは1月22日、「ネットスケープ・コミュ

ニケーター」のスタンダード版4.0と、「ネ

ットスケープ・ナビゲーター」を無償で提

供すると発表した。さらに、次期バージョ

ンの「コミュニケーター5.0」のソースコー

ドも公開することも発表した。

j http://home.jp.netscape.com/ja/
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マイクロソフトが
「ウィンドウズ98」の
ベータテストをスタート

ネットスケープが
WWWブラウザーの
無償提供を開始

マイクロソフトは、ウィンドウズ98のリ

リースに向けたベータテスト「Microsoft

Windows98 Preview Program」を実施

する。これは、2月5日から12日の期間に

同社のウェブサイトで申し込みを行った限

定35,000人のユーザーに対し、ウィンドウ

ズ98のベータ評価プログラムを配布するも

ので、多くのユーザーの意見を反映させて

製品版の品質を高めるのが狙い。マイクロ

ソフトでは、これまでに国内3,500サイト

以上の開発者を対象にベータテストを実施

してきたが、今回ベータ版の配布対象をユ

ーザー層にまで広げることで、製品発売前

の技術評価をさらに進める。なお、ウィン

ドウズ98の最新機能などについては本誌

224ページで詳しく解説している。

問い合わせ●マイクロソフト㈱インフォメーショ
ンセンター TEL 03-5454-2300

NTTの市内通話5分10円（早朝深夜は

7分10円）の割引サービス「タイムプラス」

（対象は首都圏）について、郵政省の諮問

機関、電気通信審議会の電気通信事業部

会は2月4日、NTTに対して、98年の早い

時期に全国展開を行うこと、さらに、サー

ビスを実施した後の利用状況を郵政省に報

告することなどを要望し、郵政省の諮問通

り答申した。これを受けて郵政省も、同日

これらの要望を条件としたうえで、NTTの

「タイムプラス」の認可を決定した。NTT

は2月の中旬にもサービスを開始する意向。

「タイムプラス」はTTNetの「東京電話」

に対抗して、NTTが提供する「市内通話5

分10円」の割引サービス。一方の「東京

電話」のサービス料金は3分9円。

NTT「タイムプラス」
全国展開を条件に
郵政省が認可

ITUが56Kモデム
通信規格「V.90」の
標準化草案を承認

現在、56Kモデムには、ロックウェル社

などの「K56flex」とスリーコム社の「x2」

があり、互換性のない2種類の通信規格に

準拠したモデムが存在する。

しかし、スイスのジュネーブで2月6日、

ITU（国際電気通信連合）によって56Kモ

デム技術の標準化に向けた草案が認可され

た。認可されたのは「V.90」（V.pcm）と

呼ばれる技術で、すでにスリーコム社やル

ーセント・テクノロジー社などのモデムメー

カーにおいて互換性のテストが行われてい

た。正式な標準化決定は9月になる見通し

だが、各モデムメーカーは、現在の56Kモ

デムを「V.90」にアップグレードするため

のソフトを春には出荷する可能性もあると

いう。

jhttp://www.itu.int/newsroom/press/releases/
1998/98-04.html

ポイントキャストが
イントラネット向け
放送ツールを配布

W3Cが
XML1.0の勧告を
正式に発表

SGMLをもとに複雑な構文記述やプッシ

ュ技術、文書整理アプリケーションなどに

対応可能なドキュメントフォーマットXML

（eXtensible Markup Language）1.0の

勧告が2月10日にW3Cより正式発表され

た。この勧告は12月8日に発表された勧告

案をもとに、細部の訂正と仕様が明確にな

っている。勧告が正式に発表されれば、現

在製品化されているXML製品がバージョ

ンアップによって完全に対応するものと思

われる。また今後はXLL（eXtensible

Linking Language）などXMLに付随する

言語の勧告が発表される。XMLはその柔

軟性から今後HTMLに替わるドキュメント

フォーマットとして注目されている。

j http://www.w3c.org/

ポイントキャストは2月19日、イントラ

ネット向け放送ツールをリリースした。今

回発表されたツールは以下の4つ。「ポイン

トキャスト・キャッシュマネージャ」は、ポ

イントキャストから配信された情報を管理

するサーバーツール。「ポイントキャスト・

アドミニストレータ」は、イントラネット

内のユーザーのネットワーク設定などの設

定を行う管理者用ツール。「ポイントキャ

スト・イントラネット放送マネージャ」は、

社内のニュースなどの情報をもとに独自チ

ャンネルを作るツール。さらに、「ポイント

キャスト・スタジオ」は、広告用などにア

ニメーションを作成するツール。これらの

ツールはポイントキャスト社のサイトから無

償でダウンロードできる。

j http://www.pointcast.ne.jp/

Product

Product

Product

上記ホームページからダウンロードできる

Service

Technology Technology
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アレクソンが
電話帳機能を持った
「TD503α」を発売

Product

サン電子は、コンピュータとTAをモジュ

ラーケーブルでも接続できるTAの新製品

「TS128JXⅡ/DZ」を3月に発売する。独

自技術のESP（Extension Serial Port）

によって、TAとコンピュータをモジュラー

ケーブル（4芯）で接続するもので、アダ

プターとコンピュータはRS-232Cケーブル

で接続する。接続距離は100メートルまで

延長することができる。価格は49,800円。

問い合わせ●サン電子㈱
ユーザーサポートセンターTEL 0120-863810

サン電子が
ESP付きTA
「TS128JX」発売

Product

アイワは2月10日に、DSU内蔵ターミ

ナルアダプター「TM-AD1281」を発売し

た。アナログポート2つとS/T端子1つを搭

載し、G3ファックスの送受信をTAで行う

ためのウィンドウズ用ソフト「RVS-COM

Lite」も付属する。停電時にも乾電池でア

ナログポートが使用できる。価格は34,800

円。

問い合わせ●アイワ㈱お客様ご相談センター
TEL 03-3371-7981
j http://www.aiwa.co.jp/exhibi/new_prod/

tm_ad1281.html

アイワが
DSU内蔵TA
「TM-AD1281」発売

回転する液晶モニターは横置

き時にも便利

松下通信工業は、PHSによるワイヤレ

ス通信に対応したTA「VC-173」を発売

した。子機として利用できる範囲であれば

内線モード（無料）で32Kbpsデータ通信

が可能で、本体経由でのISDNによる通信

や、本体のRS-232Cポートに接続された

コンピュータとのデータ通信ができるのが特

徴。ただし、本体RS-232Cポートでの

128Kbps通信には対応していない。

問い合わせ●松下通信工業㈱
TEL 045-544-3805

松下通信工業が
ワイヤレス通信対応TA
「VC-173」を発売

Product

アクトンテクノロジィは、ネットワークの

稼動状況などを音声でユーザーに伝える機

能を持つハブ「Talking Hub」を78,000円

で発売した。声優の宮下優子を起用し、操

作方法や障害情報、接続状況などを音声

で通知する。出荷数は限定300台で、受注

がこの数に達した時点で販売を締め切る。

問い合わせ●アクトンテクノロジィ㈱
TEL 03-3257-9809
j http://www.accton.co.jp/aboutaccton/

press.html

アクトンテクノロジィが
音声メッセージ機能
Talking Hubを発売

コレガは1月21日に、SOHO向けに小型

ハブ2機種を発売した。10BASE-Tポート

を5つ搭載した「corega HUB5P」は7,200

円、9ポート搭載の「corega HUB9P」は

12,800円。「corega HUB5P」のサイズは

99（W）×54（D）×21（H）ミリと超小型。

また、ストレートケーブルによるカスケード

接続も可能だ。

問い合わせ●㈱コレガ TEL 0120-267342
j http://www.corega.co.jp/

コレガが
SOHO向けハブ
2機種を新発売

イーサネットポートを8つ搭載する「Talking Hub」

ナンバーディスプレイやα-ALPHA3にも対応 本体の右にあるのがESPアダプター

PHSワイヤレス通信対応のTA「VC-173」（右）

アレクソンは、DSU内蔵TA「TD503

α」を3月上旬に51,200円で発売する。

アナログポートを3つ（独立回線）とS/T

端子を2つ搭載する。電話帳機能を内蔵し

ており、受信した電話を特定のアナログポ

ートに割り振ったり、発信者によって着信

音を変えたりすることもできる。発着信や

留守中の着信履歴を記憶することもでき、

マルチジョグで簡単に操作できる。

問い合わせ●㈱アレクソンTEL 03-5645-8571
j http://www.alexon.co.jp/

Product

Product Product

SOHOでのネットワーク構築に
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富士写真フイルムは、150方正方画素

CCDを搭載したデジタルカメラ「FinePix

700」を99,800円で3月4日に発売する。

デジタル2倍ズーム、オートフォーカス機能

を搭載し、人物の肌を美しく再現する美肌

機能を内蔵したのが特徴。記録メディアは

スマートメディア（5/3.3V）を採用。

問い合わせ●富士写真フイルム㈱お客様コミュニ
ティーセンターTEL 03-3406-2981
j http://www.fujifilm.co.jp/news_r/nrj322.

html

フジが150万画素
メガピクセルカメラを
99,800円で発売

インターコムは、米国ノビタ・コミュニ

ケーションズ社が開発した100％Java対

応のメールソフト「NOVITAMAIL」を日

本語化し、4月上旬より9,000円で発売す

る。パッケージの販売と並行してNCやイ

ンターネットTVなどに向けたOEM供給も

行っていく。Javaアプレットのゲームを送

って対戦ゲームをプレイすることもできる。

問い合わせ●㈱インターソフト
TEL 03-3842-3335
jhttp://www.intercom.co.jp/news/release/

novita.html

インターコムが
100％Java対応の
電子メールソトを発売

日本ヒューレット・パッカードは、A3用

紙に対応したインクジェットプリンター

「HP DeskJet 1120C」を、84,800円で2

月14日に発売する。オプションの「HP

JetDirect Ex Plus」（39,800円）によっ

てネットワークに接続できる。印刷速度は

A4紙で6.5枚／分で、独自技術「HP

PhotoREtⅡ」によって1,200dpi相当の

画質を実現した。

問い合わせ●日本ヒューレット・パッカード㈱
カストマ・サポート・センタ TEL 03-3335-8333

パラダイン・ジャパンは1月 27日、

xDSLモデム「ホットワイヤーMVL」シス

テムを発表した。ユーザー側モデムはPCカ

ード型とボックスタイプが用意され、価格

はセンター側集合装置とユーザー側の

xDSLモデムを含めて1ラインあたり299ド

ルを予定。同社ではただちに試用機器の販

売を始め、98年秋には本格的に製品の販

売を開始するという。

問い合わせ●パラダイン・ジャパン㈱
TEL 03-5541-6630
j http://www.paradyne.co.jp/

A3対応インクジェットプリンター「HP DeskJet 1120C」

日本HPが
ネットワーク対応
プリンターを充実

パラダイン・ジャパンが
xDSLモデムを開発
試用機器の販売を開始

日本コダックは長野オリンピック開催を

記念して、109万正方画素CCDを搭載し

たデジタルカメラ「DC200」を、2月6日

に71,000円で発売した。39ミリ（35ミリ

換算）レンズを搭載し、記録メディアはコ

ンパクトフラッシュを採用した。また、画

像フォーマットについてはJPEGに加えて

FlashPix形式もサポートした。

問い合わせ●日本コダック㈱デジタルイメージン
グ事業部TEL 03-5488-2390
j http://www.kodak.co.jp/NEWS/88014a00.

shtml

コダックが五輪開催記念
109万画素デジカメ
「DC200」を発売

京セラが
ネットワーク対応
高速プリンターを発売

京セラは、ネットワーク対応プリンター

ECOSYSシリーズの新製品「LS-3700」

を2月2日に発売した。CPUにPower PC

603e（100MHz）を搭載し、A4で18枚／

分の印刷速度を実現した。また、ネットワ

ークボードEcoLAN2000Eを本体に差し込

むだけでネットワークに接続でき、TCP/IP、

NetWare、EtherTalkに対応し、リモート

操作もできる。価格は

248,000円。

問い合わせ●京セラコミ
ュニケーションズ㈱情報
システム営業本部 TEL
03-3708-3871

「ホットワイヤーMVL」シリーズのユーザー側モデム Javaアプレットやアニメーションも簡単に送信できる

Product Product Product

小型軽量のメガピクセルカメラ「FinePix700」 光学ファインダーとTFT液晶モニターを搭載

Product Product Product

最大で1,350枚の大量給紙が

できる「LS-3700」
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メガソフトは、独RVS Datentechnik 社

の「RVS-COM」の日本語版を4月中旬に

28,000円で発売する。「RVS-COM」は

FAX、リモートコントロール、ファイル転送、

電子メール、留守番電話などの機能を持ち、

G3FAXについてはFAXモデムがなくても

TAだけで送受信ができるのが特徴だ。

問い合わせ●メガソフト㈱インフォメーションセ
ンターTEL 06-386-2072
j http://www.megasoft.co.jp/

ビジネスモードとホビーモードが用意される
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メガソフトが
コミュニケーションツール
「RVS-COM」発売

マクニカが
映像＆音声送信ソフト
「LiveMail」を発売

マクニカは、ウィンドウズ用ソフト

「LiveMail version2.0」を3月上旬に発売

する。CCDカメラなどで撮影された映像と

音声をASFファイルに圧縮して電子メール

に添付して送信する。ASFファイルはマイ

クロソフトの動画再生ツール「NetShow」

で再生できる。価格はソフトのみが6,800

円、カメラパックは17800円。

問い合わせ●㈱マクニカマルチメディア製品部
TEL 045-939-6140

オープンテクノロジーが
メールサーバーソフト
「Post.Office」発売

オープンテクノロジーズは、インターネ

ット用メールサーバーソフト「Pos t .

Office3.1.2」日本語版を発売した。メー

リングリスト管理機能を持つほか、20万メ

ールボックスを管理することもできる。価

格は10アカウントパック14,000円からで、

対応OSはウィンドウズNT4.0。

問い合わせ●㈱オープンテクノロジーズ
TEL 03-5804-1831
j http://product.opentech.co.jp/

マイクロソフトが
マック版IE4.0を
MACWORLDで配布

マイクロソフトは、2月の18日から21日

に幕張メッセで開催される「MACWORLD

Expo/Tokyo '98」において、マッキント

ッシュ用のWWWブラウザー「Microsoft

Internet Explorer 4.0 for Macintosh」

（IE4.0）を配布する。これまでPreview

Releaseであったマック用のIE4.0の正式

版がリリースされることで、IE4.0はウィン

ドウズとマックの両プラットホームをサポー

トすることになる。また、IE4.0には電子メ

ールクライアントソフト「Ou t l o o k

Express」が付属する。アップルコンピュ

ータとの提携を発表した昨年来、マイクロ

ソフトはマック用の「Office 98」を発表す

るなど、マック用の製品も積極的に発表し

ている。

j http://www.microsoft.com/japan/

NTTパーソナルが
新サービスを開始
PHSだけでメール送受信

NTT中央パーソナルは、プロバイダーと

契約することなく電子メールを送受信でき

る新サービス「パルディオEメール」を3月

1日よりスタートする。「パルディオEメー

ル」は、サービス対応PHSを利用して、同

社の「Eメールセンター」経由でメッセー

ジの送受信を行うもので、インターネット

の電子メールとのやり取りもできる。料金

は10秒あたり7円。また、3月上旬には

「パルディオEメール」対応PHS「スーパ

ーパルディオ551S」が発売される。液晶

ディスプレイ（160×200ドット）を搭載

し、付属のタッチペンでメッセージ作成な

どの操作ができる。

j http://www.nttphs.co.jp/chuo/

インプレスが
MobileLinkに
音楽・映画情報を提供

インプレスは1月24日、カーナビやPDA

などのモバイル情報端末用のウェブサイト

「MobileLink」に、音楽・映画情報の提

供を開始した。「MobileLink」は1/4VGA

サイズで作成され、モバイル端末でのブラ

ウジングを考慮した作りになっている。提

供するのは電子メール新聞「Watchシリー

ズ」の、「MUSIC Watch」と「MOVIE

Watch」の情報。

j http://www.MobileLink.or.jp/

Product Product Product

WWWブラウザーでメールサーバーを管理できる

「MobileLink」はインプレス、ソニー、電通など7社で運営

Product Service Service

「RVS-COM」（英語版）のパッケージ
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プリペイド型の
電子決済システム
「WebMoney」がスタート

アスキーサムシンググッドは、インター

ネットを利用した電子決済システム

「WebMoney」を開発した。「Web

Money」はテレホンカードサイズのプリペ

イドカードで、利用者はインターネット上

のショッピングサイトなどでカードに記載さ

れたコードを入力して商品の購入やサービ

ス利用の決済を行う。インターネットを流

れるのはプリペイドカードのコードだけなの

で、個人情報の漏洩の心配はない。当初

は2,000円と5,000円のカードを発行する。

問い合わせ●㈱アスキーサムシンググッドマルチ
メディア事業推進部TEL 03-5436-6211

小額電子取引システム
「MilliCent」を使って
日本DECが公開実験

日本DECは1月30日、小額電子取り引

きシステム「MilliCent」の公開実験開始

を発表した。「MilliCent」は10銭から500

円程度の小額取り引き向けのシステムで、

利用者があらかじめ購入した電子クーポン

「スクリップ」から利用金額を差し引くこ

とで決済を行うもの。スクリップはデジタ

ル署名により改ざんできないように作られ

ている。クリックした時点で取り引きが完

了する「ペイ・パー・クリック」や、利用

者がまとめてコンテンツを購入する「定期

購読型」の決済が可能になり、販促の景

品として「無償クーポン」や「割引クーポ

ン」の贈与もできる。今回の実験開始に向

けてウェブ上に専用ソフトウェアを公開し、

一般からの参加を広く呼びかける。

j http://www.dec-j.co.jp/ic/millicent/

マイクロソフトと
NTTパーソナル中央が
32Kbps通信技術で協力

マイクロソフトとNTTパーソナル中央は

1 月 2 8 日、PHS での3 2K b p s 通信

（PIAFS）技術において協力関係を結んだ

ことを発表した。今後マイクロソフトは、

ウィンドウズCE対応のPIAFS用プロトコ

ルスタックを開発し、ウィンドウズCE製品

にPHS機能を装備していくという。つま

り、ユーザーは従来のPIAFS用モデムカー

ドを用意する必要なしで、PIAFSによる通

信ができるようになる。さらに、現在NTT

パーソナル中央で実験化試験中の位置情報

サービスの応用など、PHSの付加サービス

と組み合わせた新たなサービスも提供する。

j http://www.microsoft.com/japan/info/
releases/0128ntt.htm

j http://www.nttphs.co.jp/chuo/link03.htm

規制緩和を受け
第一種通信事業者に
外国勢が名乗り

2月5日、自社回線を所有して通信サー

ビスを行う第一種電気通信事業者への外

資規制が撤廃されたのを受け、外国の大手

通信事業者2社が日本市場への参入を表

明した。英ブリティッシュ・テレコム社は、

BT･NIS（丸紅との合弁会社）を通じて法

人向けネットワークサービスを3月に開始

すると発表するとともに、年内にも第一種

の免許取得に向けて申請を行うことを明ら

かにした。また、米ワールドコム社も、年

内に首都圏の金融街などで通信サービスを

開始する意向を表明した。同社はすでに免

許申請を済ませ、春には外資企業として初

の一種免許取得を目指す。今回の規制緩

和は、WTO（世界貿易機関）の電気通信

基本合意に伴って、日本における第一種電

気通信事業の外資規制が撤廃されたもの。

インターネット人口
日本では884万人
AMIが調査結果を発表

アクセスメディアインターナショナル

（AMI）は、国内のインターネット利用状

況に関しての調査結果を発表した。この調

査は、電話による普及率調査（有効回答

数約2万件）と郵送による利用実態調査

（有効回答数約2,300件）で構成され、毎

年春に実施する「インターネット白書」の

中間調査にあたる。調査結果によると、97

年末時点でインターネットの利用者数は

884万人で、そのうち家庭から利用してい

るのが342万人、勤務先や学校での利用が

679万人、さらに137万人は家庭と勤務

先・学校の両方でインターネットを利用し

ていると回答した。このほか、97年は家庭

にパソコンを持たない人が、パソコン以外

の機器を使ってインターネットを利用する

ケースが増えてきたという。

日本のパソコン市場
97年は794万台の出荷
前年比4.3％増にとどまる

情報技術の大手調査会社、日本ガート

ナーグループは、1997年の日本のパソコン

市場に関する調査結果を発表した。これに

よると、工場出荷台数は794万台、金額

で1兆9,945億円となり、それぞれ対前年

成長率4.3％、2.7％増となった。96年の

成長率は32.3％で、入門者の買い控えや

景気減速などのが97年の低成長率の要因

と見られる。なお、アメリカの97年の成長

率は20.9％（3,100万台）に上った。

Commerce

「WebMoney」はコンビニなどで販売される

Commerce Technology

Company Research Research

出典：データクエスト（1998年2月）

その他 
 15.0％ コンパック 3.5％ 

日立 4.6％ 

アップル 6.1％ 

東芝 8.4％ 

日本IBM 11.3％ 

富士通 
 22.6％ 

NEC 
28.6％ 

●1997年の日本パソコン市場におけるシェア

合計794万台
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開始日 終了日 名称 概要 開催場所 主催・問い合わせ先

海 外

※カレンダーの日程はあくまでも予定です。お出
かけの際は、問い合わせ先へお確かめください。

国 内

'98 SA SHOW
（第14回流通情報システム総合展）

「'98 SECURTY SHOW」と同時に開催される
展示会。POSシステムやバーコード関連、パ
ソコン、データベース、磁気カード／ICカード、
電子マネーなどがテーマ。

情報ネットワーク・セキュリティー・システム
やオフィス用情報管理システム、ホームセキュ
リティー、監視用映像機器の展示会。「'98 SA
SHOW」と併催する。

これまで4回行われてきた「イントラネット＆
グループウェアソリューション」が名称も新た
に、内容も拡充されて開催。

コンピュータの総合展示会とコンファレンス。

バスボード、OS、開発支援ツール、バックブ
レーン／周辺機器などに関する展示会。

日本最大の事務・情報・通信についての展示
会。

最先端のネットワーク技術＆情報に関するアプ
リケーションとインフラの展示会。

モバイルコンピューティングや携帯電話などに
関する展示会とセミナー。

世界最大のコンピュータ＆ゲーム機などのエン
ターテインメントに関する展示会。

企業間における電子商取引についてのセミナー。

インターネットの総合展示会。

デジタルパブリッシングなどに関する展示会と
講演会。

東京ビッグサイト
東京都江東区有明3-21-1 

東京ビッグサイト
東京都江東区有明3-21-1 

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

東京ビッグサイト
東京都江東区有明3-21-1

日本コンベンションセンター（幕張メッセ）
千葉県千葉市美浜区中瀬2-1

Korea Exhibition Center
Seoul, Korea

George World Congress Center
Atlanta, Georgia, USA

Marriott Marquis Atlanta
Georgia, USA

Los Angeles Convention Center
Los Angeles, California, USA

Jacob Javits Cenvention Center
New York, NY, USA

日本経済新聞社

日本経済新聞社事業局総合事業部

Tel. 03-5255-2847

問

主

日本経済新聞社

日本経済新聞社事業局総合事業部

Tel. 03-5255-2847

問

主

・ 日本経済新聞社総合事業部

Tel. 03-5255-2847

問主

・ ソフトバンクフォーラム㈱

Tel. 03-5642-8312  Fax. 03-5641-4617

問主

（社）日本経営協会、東京商工会議所

日本経営協会ビジネスショウ事務局

Tel. 03-3403-8910

問

主

・ ソフトバンクフォーラム

Tel. 03-5642-8312  Fax. 03-5641-4617

問主

SOFTBANK COMDEX

Tel +1-781-433-1823

問

MHA Event Management

Tel. +1-781-551-9800

問

ICM Conferences

Tel +1-312-540-3010

Fax +1-312-540-3015

問

Mecklermedia

Tel. +1-203-226-6967

問

SOFTBANK Forums

Tel. +1-415-525-0194

問

'98 SECURITY SHOW

ネットワーク・コラボレーション'98

COMDEX/Japan '98
jhttp://www.comdex.com/comdex/

owa/event_home?v_event_id=232

'98ボード・コンピュータ展
jhttp://jmagate.jma.or.jp/

CONVENTION/

ビジネスショウ'98 TOKYO
jhttp://www1.meshnet.or.jp/kns_si/

event/

NETWORLD＋INTEROP 98 TOKYO
jhttp://www.sbforums.co.jp/

interop.htm

EXPO COMM WIRELESS KOREA 98
jhttp://www.comdex.com/

comdex/owa/event_home/

E3（Electronic Entertainment Expo）
jhttp://www.idg.com/expos/

main.html 

Business-to-Business Electronic
Procurement
jhttp://www.icmconferences.com/

nt01.html

Spring Internet World '98
jhttp://events.internet.com/

spring98/spring98.html

Seybold Seminars New York 98
jhttp://www.seyboldseminars.com/

Events/ny98/

3月3日

3月5日

4月22日

5月19日

6月3日

5月23日

5月28日

3月2日

3月9日

3月16日

3月3日

4月6日

3月6日

3月6日

3月6日

4月9日

4月24日

5月22日

6月5日

5月26日

5月30日

3月3日

3月13日

3月20日

Javaに関するデベロッパー向けのイベント。
Javaの最新技術などについてコンファレンスを
行う。

ワイヤレスによるインターネットや放送に関す
る展示会。

インターネット電話に関する展示会。

コンピュータ関連の総合展示会とコンファレン
ス。

Moscone Convention Center
San Francisco ,California ,USA

Marina Mandarin
Singapore

Fairmont Hotel
San Jose, USA

McCormick Place
Chicago, Illinois, USA

SOFTBANK Forums

Tel. +1-415-525-0194

問

Sherry Crittenden

Tel +1-202-452-7823

Fax +1-202-452-0041

問

pulver.com

Tel +1-516-487-1424

Fax +1-516-487-7269

問

SOFTBANK COMDEX, Inc.

Tel. +1-617-433-1500

問

Java One Developer Conference

WCA Winter Show
jhttp://wirelesscabletv.com/events/

Spring '98 Voice on the Net
j http://www.pulver.com/von98/

COMDEX/Spring '98 /
WINDOWS World '98
jhttp://www.comdex.com/

3月24日

3月26日

3月30日

4月20日

3月27日

3月27日

4月2日

4月23日

インターネットを利用したオンラインビジネス
や取り引きに関するセミナー。

Thr Westin Hotel
Seattle, USA

Thunder Lizard Productions

Tel +1-206-285-0305

Fax +1-206-285-0308

問Web Marketing '98/Seattle
jhttp://www.thunderlizard.com/

tlp/webmarketing.html
4月23日 4月24日

ケーブル・テレビ技術、サービスに関する総合
展示会。

George World Congress Center
Atlanta, Georgia, USA

National Cable Television Association

Tel. +1-202-775-3606

Fax. +1-202-775-3692

問
Cable '98
jhttp://www.ncta.com/

5月3日 5月6日

最先端のネットワーク技術＆情報に関するアプ
リケーションとインフラの展示会。

Las Vegas Convention Center
Las Vegas, Nevada ,USA

SOFTBANK Forums

Tel. +1-415-525-0194

問NETWORLD+INTEROP 98 Las Vegas
jhttp://www.interop.com/events/

ni_vegas98/index.html
5月4日 5月8日

・ 日本能率協会産業振興本部

Tel. 03-3434-0998

問主

開始日 終了日 名称 概要 開催場所 主催・問い合わせ先

イベントカレンダー（1998年3月～6月）Event

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



 

Copyright © 1994-2007 Impress R&D, an Impress Group company. All rights reserved. 

［インターネットマガジン バックナンバーアーカイブ］ ご利用上の注意 

 

この PDF ファイルは、株式会社インプレス R&D（株式会社インプレスから分割）が 1994 年～2006 年まで

発行した月刊誌『インターネットマガジン』の誌面を PDF 化し、「インターネットマガジン バックナンバー

アーカイブ」として以下のウェブサイト「All-in-One INTERNET magazine 2.0」で公開しているものです。 

 

http://i.impressRD.jp/bn 

 

このファイルをご利用いただくにあたり、下記の注意事項を必ずお読みください。 

 

 記載されている内容（技術解説、URL、団体・企業名、商品名、価格、プレゼント募集、アンケートなど）は発行当

時のものです。 

 収録されている内容は著作権法上の保護を受けています。著作権はそれぞれの記事の著作者（執筆者、写真

の撮影者、イラストの作成者、編集部など）が保持しています。 

 著作者から許諾が得られなかった著作物は収録されていない場合があります。 

 このファイルやその内容を改変したり、商用を目的として再利用することはできません。あくまで個人や企業の

非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。 

 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用する際は、出典として媒体名および月号、該当ページ

番号、発行元（株式会社インプレス R&D）、コピーライトなどの情報をご明記ください。 

 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 

 

 

 

 このファイルに関するお問い合わせ先 

 

All-in-One INTERNET magazine 編集部 

im-info@impress.co.jp 


